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第18号 2012年 11月 25日

片瀬中学校地域合同津波避難訓練
及び防災体験・学習会を終えて

正当にこわがれ。蘊

防災会を代表して三つお礼申し上げます。一つ目のお礼は片中で毎年二回防災訓練

をさせて頂いていることに対してです。特に今回は、中野校長先生の
「私は万一津波

を伴う大災害が発生した時、片中の500人の生徒達、一人の犠牲者も出さない、出さ

せない。その為の訓練をしたい」という熱く強烈な言葉で、私達は生徒の皆さんを

中心に訓練する事を決めましたこうした訓練は大変有意義だったと確信しております。
二つ日は大勢の地域の皆様へのお礼です。今回を契機に、片中に於ける避難施設開設

訓練は、片瀬地区全体の課題として取り扱っていこうと、片瀬地区自主防災会や市民
センターから提起されました。今後とも一層のご協力お願い申し上げます。二つ日は生徒
の皆さんへのお礼です。昨年3月 11日 生徒の皆さんがアリーナに重いマットやゴザを

引き詰めてくれました。本当にありがとう!いざとなった時は皆さんの力が必要です。片中
備蓄倉庫には非常食は僅かしか入っ

‐
Qヽません。しかし皆さんがお互いに助け合う気持

ちは、皆さんの胸の中には浴れるだけ入ります。体験や学習を通して防災知識を養い、
自分には何ができるか考えて頂ければ幸いです。ロビーに貼り出した『正当にこわがれ』
と云う、寺田寅彦の言葉を胸にして私の挨拶と致します。

平成24年度片瀬山防災会会長

↑鈴木恒夫市長と鶴岡会長
[寺田虎彦の横断幕前にて]
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僣  考.猜 驚置基数(累計)
月′口
  〔基】

通難者数 通水事(平均)
〔人1    196】

5朝 後 8人

2時間以内 8人
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人 に 1

70人 に 1

“

人 に 1

自宅避難の場合 自宅に戻れない場合

2000人が3日間避難する場合、約500個前後のトイレット
ペーパーが必要ですが、片瀬中学校備蓄倉庫にはありません !

編集後記 :非常持ち出し袋を持って逃げよう。
何を詰めておいたら良いのか。子供が登下校の

最中だったら何処を目指して逃げるのか。家族の

連絡は・・。ここから家族の話し合いが始まる。
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発行責任者:会長(鶴岡)編集責任者:広報 (川副)
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9時爾後
6織蘭後 7

V人
0分以内 3人
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坂神大震災「トイレパニック」の統計より
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ポータブルトイレ
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ゞ 自宅の座式トイレに

被せて使えるポリ袋

仮設トイレが公助によって
早期に充分な数が輸送・設置
されるかは

ダンポールで作る

消臭凝固剤
あるいは大行列…

綺子を改造して
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バキュームカーも回数来れるのか?

雷業Ii3』鱗ll房壌轟濱憲争ilJl鷺』肯うる
は
る
技

所
け

の

る
避
難

い
を

至

勢
目
も

大
人

の

X151■ット

半分程使い、
かさばらなし

漬して
ヽ
入れると

〃ヽ

鶏
罐


